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の びやかに　バ ランスよく　生きる力を育てます

　す なおに互いのよさを認め合う子ども（徳）
　ず っとめあてに向かって挑戦し続ける子ども（知）
　か かわり、支えあいながら、行動する子ども（開）
　け んこうで、たくましい子ども（体）
　しょう らいの夢をもち、自分のよさを広げる子ども（公）

学校
概要

創立 18 周年 学校長 舩山　道太 副校長

年度版 中期学校経営方針
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児童生徒数： 227 人 主な関係校： 丸山台中学校・丸山台小学校・下野庭小学校

藤田　健太郎 2 学期制 一般学級： 9 個別支援学級：

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

丸山台中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜自分づくりに関する力＞
〇主体的に取り組む力

〇人とかかわり、自分を見つめる力

丸山台中学校
丸山台小学校
下野庭小学校
野庭すずかけ小学校
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◎人とのかかわりを大切にし、一人ひとりの思いを生かした学校を子どもとともにつくります。
・主体的に学び、わかる楽しさ・学び合う楽しさを味わえる授業づくりを推進します。そのために、子どもの興味・関心を大切にした体
験活動を取り入れたり、子どもの実態に合った手立てを考えたりします。
・学級・学年の活動のみならず、ふれあい活動や異学年交流の活動など様々な活動から、子どもの自己有用感を育みます。
・全教職員で全ての子どもを指導するため、共有の時間を確保したり体制を整えたりして子どもが安心して過ごせるように支援しま
す。また、学力・学習状況調査やアンケート等のデータを活用して、児童理解を深めます。
・学校教育全般を通して互いに認め合い、高め合える学級集団をつくります。

「たくましく社会を生き抜く自立した子ども」
〇いつも元気よく、相手や場に応じたあいさつができる子ども〇自他のよさを認め、人とのつ
ながりやかかわりを大切にする子ども〇主体的に学習に取り組み、学んだことを生活にい
かそうとする子ども〇積極的に地域社会にかかわろうとする子ども

　・小中の連携を推進し、９年間の学びの達成に努めます。
　・情報交換、授業交流をする場を設定し、小中相互の理解を深めます。
　・小中職員合同研修会を実施し、教職員の資質・能力の向上を図ります。

重点取組分野 具体的取組

知 授業改善
①個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実のために、ICTを活用した学びに対応できる教師の指導力を
育成し、子どもの主体的に学びに向けた授業改善を行う。②児童が学びを「つくろう」「つくっていこう」という思いを
もち学ぶことそのものを楽しめるような手立てを講じられる授業づくりを重点研究で進める。

担当 重点研推進委員会

いじめへの対応
①児童計画委員会の年間計画に子ども自身が考えるいじめ未然防止への取組を話し合う機会を設定する。②児
童に対して毎日の健康観察や年３回のアンケ－ト等を実施し児童一人ひとりの気持ちに寄り添う。③月１回以上
のいじめ防止対策員会を実施し教職員間で情報の共有を密にし、いじめの再発防止に努める。

担当 いじめ防止対策委員会

徳 人権
①年間を通して、「あいさつ運動」を行う。小中合同あいさつ運動を定着させる。②人権週間では、友達との関わり
について、めあてを決めて取り組む。子どもの興味・関心を大切にした授業をおこなったり、外部機関などと連携し
たりする。③性の多様性や性教育の理解を深める取り組みを実施する。

担当 人権担当

体 健康教育
①望ましい運動習慣が身に付くよう、月曜中休みを「外遊びタイム」とし、全校で運動に取り組む。また、体を動か
すことの楽しさにふれられるよう、委員会活動で計画する取組を取り入れる。②望ましい生活習慣が定着するよ
う、学校保健委員会の取組とつなぎながら、めあてを決めて取り組んだり、家庭と連携したりする。

担当 体育部

公
開

自分づくり教育
(キャリア教育)

①野庭の地域の一員としての自覚や、将来への夢や希望をもてるように、地域の方や専門家とかかわる機会を
設け、自分の将来や生き方について考える場面を設定する。②目標設定の際などに、「自分づくりパスポート」を
活用したり、自分自身を振り返ったりすることで、自分に合った目標をもつ機会を設ける。

担当 第一委員会

人材育成・
組織運営(働き方)

①特別支援教育について理解を深めた上で授業力や児童・保護者対応の向上を目指しメンターチームの研修を行い、人材育成に
取り組む。組織を工夫し、効果的にOJTを進める。中堅教員を中心に若手教員に研修等を行っていく。
②事前資料配付やＩＣＴ等を活用を進めて会議等の時間短縮に努める。

担当 教務部・メンター研

児童指導
①「野庭すずかけスタンダード」をもとに、全職員で共通した指導を行う。また、児童の意見を取り入れながら実態に応じて見直し、修
正を行う。②児童が望ましい規範意識をもち、豊かな人間関係をつくれるよう、児童に寄り添った丁寧な指導を行う。③全職員で児
童の情報を共有し、指導や支援の方法について共通理解を図る。④不登校児童の思いに寄り添ってICTの活用など学習支援の在り
方を探っていく。担当 第二委員会
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担当

特別支援教育
①交流計画を基に、個別支援学級児童の交流活動をできるだけ多く取り入れ、互いの理解が深められるようにする。②校内委員会
で、児童の特性や実態を把握し、成長の様子についても情報を共有する。ケース会議を行い、具体的な支援について話し合う。不登
校や集団での生活に困難を感じている児童について、連携を密にして、全体でも情報を共有する。③特別支援の研修を全体で行っ
たり、校内支援委員会の中でミニ研修を行ったりしながら特別支援教育についての理解を深める。担当 特別支援教育校内委員会

地域連携
①学校ホームページを活用し、学校の行事や普段の児童の様子をタイムリーに紹介する。また、学校説明会資
料や教育相談を掲載することで、学校の考え方を伝えたり、保護者の役に立つ情報を発信したりする。②学習の
中で児童にとって必要なときに必要な人材を活用できるよう地域とのつながりをもつ。

担当 教務部


